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前回と今回の対象物の汚染状況の違いについて 

 

 

No. Page 質問・コメント等 

5 本文 P4 

（汚染の状

況） 

今回と前回の対象物の汚染状況の違い及び過去のデータを引用

できる根拠について、記載を拡充し詳細に説明すること。 

 

 

 今回の放射能濃度確認対象物は，前回の放射能濃度確認対象物と同様にすべて原子炉格

納容器外にあるものの，今回の放射能濃度確認対象物である浜岡 1,2号炉のサプレッショ

ンチェンバーは原子炉格納容器近傍にあることから，ストリーミング線による放射化汚染

の影響を確認するためにより原子炉格納容器に近いサプレッションチェンバーのベント管

を代表サンプルとして選定した。その他の直接線及び 17N線による放射化汚染の影響は，

前回の申請書で評価に用いたデータを今回も採用した（代表サンプルの妥当性は回答書

No.6に記載）。 

また二次的な汚染の状況について，今回の放射能濃度確認対象物は，前回の放射能濃度

確認対象物とは重複しないものの，発生号炉・発生系統は同様であることから，汚染の状

況に違いがないものと考えられるが，違いがないことの確認を目的に代表サンプルを選定

し，汚染の状況を調査した（代表サンプルの妥当性は回答書 No.6に記載）。 

フォールアウトについて，今回の放射能濃度確認対象物の発生場所及び保管場所は全て

前回の認可申請書に記載したフォールアウトの調査に含まれており，今回の発生場所及び

保管場所では全て理論検出限界計数率未満であったことから，今回の放射能濃度確認対象

物にフォールアウトの影響はないと判断した。 

以上 

 


